
２人目が無料!!
利用期間
2024.5.1～11.30

ふたりが割り勘すれば半額

ふたりぼっち
パスポート



事業概要について

十勝の「グルメ」「ガーデン」「温泉」「アクティビティ」「グッズ」の５つの魅力
を活用し、地域住民の周遊や体験を促進し、参加施設同士の相互誘客連携により、顧
客の獲得・収益の向上を図る。

地域経済の活性化

目的

5月1日～11月30日の期間内に2人以上で対象商品または対象サービスを注文すると、
1人分の料金が「無料」となるパスポート（1冊1,400円）を販売。

顧客が労力をかけて、もう1人の顧客を連れてきてくれる

内容

参加施設や書店等で販売販 売 所

販売手数料
（委託販売）

十勝SBW会員 非会員
販売手数料 事務局収入 販売手数料 事務局収入

参加施設
飲食店 1,300円 100円 1,100円 300円

飲食店以外 1,200円 200円 1,000円 400円
販売のみ 書店 － － 700円 700円

販売実績・推移
参加施設数 販売数 利用数

R3 R4 R5 R3 R4 R5 R3 R4 R5

参加施設
飲食店 40 39 31 189 325 178 1,482 3,348 2,406

飲食店以外 24 19 16 612 902 1,091 808 1,400 1,117

合計 64 58 47 801 1,227 1,269 2,290 4,748 3,523
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利用エリア（施設）について

2
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シーニックバイウェイ北海道には現在
14の指定ルートがあります。
当初は十勝エリアだけで1つのルートとす
ることも検討されましたが、十勝エリア
は面積が広いため、北部エリアの「十勝
平野・山麓ルート」、南部エリアの「南
十勝夢街道」、中央部に位置する当「ト
カプチ雄大空間」の3ルートに分けて構成
されました。

現在は、共に連携、情報共有をしながら
活動を行っています。

シーニックバイウェイ北海道
十勝シーニックバイウェイ

愛知の人に十勝の
サイズ感がわかる
ような地図を入れ

たい

シーニックバイウェイ（Scenicbyway）とは、
景観・シーン（Scene）と、わき道・より
道を意味する（byway）を組み合わせた言
葉。地域に暮らす人が主体となり、企業や
行政と手をつなぎ、①美しい景観づくり、
②活力ある地域づくり、③魅力ある観光空
間づくりを目指す取組みです。

十勝シーニックバイウェイエリア
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相互送客を達成するための『仕組み』

「買物費用」＝ 商品費用＋消費者費用(付随費用)

消費者費用
・交通費（ガソリン代、駐車場代など）
・買物時間に仕事をすることによって得ら
れるはずの収入相当額（時は金なり）

・移動や商品選択に関わる肉体的疲労
・買物に伴う気疲れといった心理的疲労

消費者へのアプローチ

「参画意欲」の醸成 ＝ 販売手数料の是正

2019年度事業の参加施設への販売手数料
50円 ～ 100円

「広告費 (顧客来店費)」の変動費化
顧客が来てくれた時だけ費用（値引き）が発生

参加施設へのアプローチ

グルメ
ベーカリー

ガーデン

温泉
アクティ
ビティ
観光施設

グッズ

パワーワード『無料』

使うほどお得 (最大3万円)

3カ所利用でペイ

100円や200円の割引で
その店舗や施設に行くのか？

販売するほど相互送客

顧客の増加

➊

➋

本事業はまだまだ導入期、これからの成長期に向けて、本事業で得た事務局収入は次年度の拡張費用として『全投下』!!

目指すべき姿

50円や100円の手数料で
積極的に顧客に勧めるか？

販売手数料で利益確保
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• 2人以上で施設を利用（または特典商品を注文）したら1人分が無料
• 【ガーデン】 入園料 1人分無料
• 【温泉】 日帰り入浴料 1人分無料
• 【グルメ】 特典商品“ナポリタンセット”を1品注文時、同じ商品が 1品無料
• 【北の屋台】 特典商品“ファーストドリンク”を1杯注文時、同じ商品が 1杯無料
• 【アクティビティ】 “レンタサイクル2時間 ” 1人分無料
• ＊特典商品は600円以上、平日のみなど独自の条件設定は不可
• ＊各施設で1回割引利用可（北の屋台は3～5施設のみ利用可）

5仲良し夫婦で

ガーデン
入園料
無料

ガーデン
入園料
1,000円

カップルで

1杯目の
生ビール

600円

1杯目の
生ビール
無料

友だち同士で

日帰り入浴
無料

日帰り入浴
1,000円

例

提供サービス内容
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紙面内容

⇐対象施設の情報

シーニック
バイウェイの

説明⇓

⇑トカプチ雄大空間の他事業PR

6



使用イメージ

①ふたりぼっちパスポートを
販売店または利用店で購入。

②ふたりぼっちパスポートを
持って、2名以上で利用店へ
行く。

③利用する施設で、パスポー
トに来訪の印をつけてもらう。

④施設ごとに決められた商品
（または特典）が1人分無料！

十勝管内の
書店でも販売

②に戻る（全施設１回ずつ利用可能）

●パスポート販売収入
・参加施設はパスポート販売額の7～9割の収入（売上）で原
価回収！

●２名以上が来店
・１名半額よりも粗利額が確保できる。
・特典商品以外の購入で、客単価の向上。
●新規客層をゲット！
・1人無料で気軽に試せるので新規客層増加が見込める。

参加施設もお得！

1人分無料でお得に十勝周遊！
・1人分無料が最大の魅力！訪れたことのない施設や飲食店も
気軽に試せる！

3か所訪問で元が取れる！
600円以上の商品（特典）が提供されているので、パスポー
ト代の1,400円もすぐに元がとれちゃう！
総額３万円以上お得！

パスポート掲載施設を全て訪問すると約2万円もお得に！

パスポート代金
1,400円内訳

※トカプチ雄大空間会員の場合

施設売上=1冊1,300円～
事務局収入=1冊100円～

利用者もお得！
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●お客が労力をかけて、もう1人のお客を連れてきてくれる

＊通常料金をもらって「もう1人連れてきたらその人は特典商品は無料ですよ」と、一種の
「紹介ビジネス」と言えます。

＊特典商品に魅力があればあるほど来店の期待度は高まりますし、FacebookやX(旧Twitter）、
InstagramどのSNSで拡散することが期待されます。

＊「最初のビール1杯（無料）おごってあげるから北の屋台行こうよ」「●●店の豚丼が1人無
料で食べられるから行こうよ」といった形で気軽に誘う場面が増えるのではないでしょうか。

＊お店のサービス・商品を気に入れば、再来店に繋がったり、
さらに違う友だちや知人を連れてくる可能性が高まります。

＊連れてこられた人が「ふたりぼっちパスポート」の魅力を
認識すれば、購入に繋がることも期待できます。

豚丼
おごってあげる

参加メリット①
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●1人を「半額」にするよりも「粗利額」が大きい

＊この割引が新規顧客を誘引するための「販促費（広告宣伝費）」となり、粗利額が低下します。

●原価率・粗利率だけでなく、その商品を提供することで得られる「粗利額」にも注目
＊とある飲食店のメニューで1番人気の牛タンのビーフシチュー1,600円（原価：1,000円）、
そして、他の人気メニューでフライドポテトのバニラアイスがけ400円（原価：100円）

利用人数
（割引） 売上 売上原価 粗利 粗利率 利用人数

（割引） 売上 売上原価 粗利 粗利率

1人 1,000円 400円 600円 60％ 2人 2,000円 800円 1,200円 60％
1人(半額) 500円 400円 100円 20％ 2人(1人無料) 1,000円 800円 200円 20％

3人(1人無料) 2,000円 1,200円 800円 40％

ビーフシチュー（粗利600円）とフライドポテト（粗利300円）どちらがよいでしょうか？

参加メリット②（飲食店）
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●お店は「売りたい」ものが売れる
＊「2人目特典商品無料」となる特典商品（通常料金600円以上）はお店で戦略的に決めることが出来ます。

原価「率」が低い テイクアウト
コロナ対策 手間が掛からない 高額 開発した

オリジナル 廃棄ロス対策 インスタ映えする

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
特典商品 通常料金 原価率 原価 粗利 売上 原価 粗利

ハイボール 500 0.2 100 400 500 200 300
ビール 500 0.3 150 350 500 300 200
焼肉(和牛) 1,500 0.3 450 1,050 1,500 900 600
その他料理 1,000 0.4 400 600 1,000 800 200

1人での来店時 2人での来店時（2人目無料）
原価率が同じであれば、高額商品の方が粗利
額が高い（手間が同じであればより良い）

高額(単価が倍)でも、原価率が倍であれば、
原価率の低い商品の方が粗利額が高い

参加メリット③（飲食店）
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➊アクティビティ・観光施設、温泉施設、ガーデン施設、飲食店、
などに属すること。

❷十勝シーニックバイウェイエリア（３ルート内）に営業拠点があること。

❸600円以上の特典商品を設定すること。

❹ふたりぼっちパスポートの取り扱い（販売および割引）をすること。

➎配布するポスターなどをお客に分かりやすく、見やすい場所に掲示すること。

参加資格・参加施設の責務
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●お客へのお声がけ（プラスワントーク）
＊1日に1枚売る事を目標にお声がけをお願いします。

☞トークフレーズを窓口に貼るなど従業員がお声がけしやすい環境整備や販売実績に応じた表彰

制度など動機づけを行うことが重要です。

☞利用期間は7か月間（約210日間）で、100枚販売した場合、

販売手数料1,200円×100枚＝120,000円となり、購入時の割引額40,000円(特典商品の売上原価

400円の場合）を差し引いた80,000円が、その施設の「利益」です。

この80,000円で他施設からクーポンを購入したお客への無料対応（200人分）に充てることが出来ます

各施設でこのクーポンを売ることこそが「連携」であり、「来店動機」の創出につながります

参加施設へのお願い①
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●情報発信協力のお願い

＊シーニックバイウェイの各種SNS、HP等で情報発信を行った際、各施設でお持ちの
アカウントで情報の拡散のご協力をお願いします。

＊事前にふたりぼっちパスポートの存在を知ってもらい、ふたりぼっちパスポートが
あるから行ってみようと来店動機をもっていただくことで、来客者増、販売数増へ
繋げます。

どんなに良い商品・サービスでも伝えなければ存在しないのと同じ

知名度を向上させ、購入者数を増やし、周遊を促進する

参加施設へのお願い②
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●特に近隣施設などへの参加のお誘い

＊例えば、北の屋台の様に隣接した施設で利用できれば「ハシゴ」したりと、施設の距離が

近ければ近いほど、お客の送客は容易となります。

＊利用できる施設が多ければ多いほど、この「ふたりぼっちパスポート」の魅力は増します。

魅力が増した結果、本パスポートを持っている人が増えると、参加施設への来店は増えます。

本パスポートの有用性を向上させるために、３ルートに所属していない施設も参加可能
（但し、販売手数料の会員・非会員の差あり）

最終的に会員増強を行い「十勝シーニックバイウェイ」を盛り上げる

参加施設へのお願い③
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